人工知能試験問題    小谷　　2009-7-27
自分のノートを参照してよい。１枚の答案にかくこと。１００点満点であるが問題は130点ほどある。
問１．　次のものをそれぞれ３行以内で説明せよ。    

（1） 探索アルゴリズムでのスタックと待ち行列について

（2） 探索において、解を表示にはどうすればよいか
（3） 植物についての上位下位概念階層及び部分全体階層

(4) 「太郎が東京へ来たので、花子が太郎に会った」という文に対する意味ネットワーク 
(5) ゲームおいてモンテカルロ法で着手を決定する方法、およびその際に評価関数が必要か否か
（6） 遺伝アルゴリズムでの淘汰（選択）の方法
(7) 放射能を浴びてモンスターが出現するＳFがあるが、進化の考え方からみてどこが変か

	X
	log2 X

	1
	0

	2
	1

	3
	1.6

	4
	2

	5
	2.3

	6
	2.6

	7
	2.8

	8
	3


(8) Ｑ学習での行為の決定の仕方

（9）Ｑ学習でのQ値の変更法およびその意味

問２．　ある集合をカテゴリA、B、C、Dの四つに分けることを考える。与えられた集団では要素がA、B、C、Dである確率はそれぞれ1/4であった。必要なら右の値を使う事ができる。

質問１に「はい」と答えるのはすべてカテゴリA、B、Cのものであり「いいえ」と答えるのはすべてカテゴリDのものであった。質問2に「はい」と答えるのはすべてカテゴリA、Bのものであり「いいえ」と答えるのはすべてカテゴリC、Dのものであった。

(1) 最初に質問１を決定木の分岐に選んだ場合、エントロピーの期待値はどうなるか。

(2) 決定木を作るにあたって、最初に選ぶ属性は二つの質問のうちどれになるかを説明せよ。

(3) できあがる決定木を示せ。


問３．　　右の○の中に、違う数字を1字ずつ入れて直線上の三数の合計がどれも１９になるようにする、という問題を考える。
(1)「探索」の考え方に基づき、この問題を解く方法を設計して説明せよ。

(2)「山登り法」の考え方に基づき、この問題を解く方法を設計して説明せよ。
問４．ゲーム木探索においてαβ法で左から計算するとする。

(1) 式　max(min(5,4,3),min(7,9,3) ,min(1,2,11),min(10,2,12))　の値を求めよ。

(2) 上の式の中で計算しなくて良い部分を■で置き換えた式を示せ。

(3) 次に下に、上の式において、min予想値をminの左に示す。

max(4min(5,4,3),5min(7,9,5) ,2min(1,2,11),3min(10,2,12))

この予想値だけを観察し、maxの四つの引数の順番を変えることを考える。順番を変える適切な一般的方法を述べよ。また、順番を変えた式を示せ。

（4） （3）の式の中で計算しなくて良い部分を■で置き換えた式を示せ。
(5) この枝刈りについて説明し、ゲーム木探索においてどんな効果をもたらすか述べよ。

問5．「長方形の周囲の長さは（たて＋よこ）×２」である。このことを推論する知識処理について問に答えよ。
（1） 準備として、長方形一般と、畳のフレームを作れ。そして、畳の周囲長さが扱えるような後ろ向き推論の機構をフレーム中に記述し、畳のたてが９０cmでよこが１８０cmであったとして、そのとき畳の周囲を問い合わせるとどのように動作するかを示せ。　

（2） 畳の周囲長さが扱えるような前向き推論の機構をフレーム中に記述し、畳のたてが９０でよこが１８０であることをシステムが適当な順で知ったとして、そのとき畳の周囲についてなにが起きるかを示せ。

(3) フレームとオブジェクト指向との関係を述べよ。　　　以上






